
エコビレッジエコビレッジって？って？エコビレッジエコビレッジって？って？エコビレッジって？
自然と共生し、環境への負担が
少ない暮らしを営む共同体。
地域の自給率と自立度を高め、
安心して暮らせる持続可能な

社会の構築を
目指すものだよ。
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経済優先社会への不安や人間関係の希薄化、そして東日本大震災などから、
自然の大きさといのちの尊さに気づき、本当の豊かさとは？ということが
今一度考えられるようになりました。
自然と共生し、人と人が支え合いながら目に見えない
豊かさが実感できる「新しい暮らし方」が改めて大切な
ことだと実感しました。地域資源（人、物、自然、文化、
お金）の、循環と交流、それによって 地域が自立して
いくことを目指すために南砺市エコビレッジ構想が
策定されました。

なぜ今、エコビレッジ構想なの？

［ 南砺市エコビレッジ構想 ］

［ 基本方針 ］

公共施設をはじめとする市内各所へ水、光、木、地熱などの再生可能エネルギーの導入を推進し、地域でエネルギー
の自給が行える、災害にも強い自立した地域づくりに取り組みます。

再生可能エネルギーの利活用による地域内エネルギーの自給と技術の育成1

地域が自立し、安心して暮らし続けていくために、いのちの源である農と食を見つめ直し、里山の保全に努めなが
ら、付加価値の高いものづくりに取り組みます。

農林業の再生と商工観光業との連携2

少子高齢化社会においても生涯を安心して健やかに暮らし続けられるよう、地域での健康づくりや介護福祉の充実に
取り組みます。

健康医療･介護福祉の充実と連携3

先人から受け継ぐ地域の伝統や文化を次世代へとつなぎ、豊かな感性と創造力を育む人材の育成に取り組みます。

未来を創る教育･次世代の育成4

さらなる協働のまちづくりを進め、地域社会の課題解決にむけてソーシャルビジネスやコミュニティビジネスを育成
することで、雇用の創出と地域の活性化に取り組みます。
※ソーシャルビジネス・コミュニティビジネス…営利ではなく社会的課題や地域課題の解決を目標として展開する事業

※ソーシャルビジネス・コミュニティビジネスによるエコビレッジ事業の推進5

山野草や木材など、森や里山の自然と密接に関わっていた暮らし方を再評価し、改めて暮らしの中に取り入れていく
とともに、※グリーンツーリズムや※エコツーリズムによる森や里山と集落の活性化に取り組みます。
※グリーンツーリズム…農山漁村地域において自然、文化、人々との交流を楽しむ滞在型観光
※エコツーリズム…自然環境や歴史文化などの魅力とその価値や大切さを伝えながら保全に繋げていく事業

森や里山の活用と懐かしい暮らし方の再評価による集落の活性化6

小さな循環による地域デザイン基本理念



人資源 施設

健康・教育
薬膳研究
再エネ学習
自然療法研究
農業研修
環境学習

メンタルヘルスケア

産業観光

農業体験
伝統文化体験
ものづくり観光
林業体験

ニューツーリズム
クラフトツーリズム
セラピーツアー
エコツアー
観光農園

グリーンツーリズム
ヘルスツーリズム

●計画的な育林と伐採に
　よる木資材
●彫刻・バット制作、
　製材時の廃材や端材
●合掌屋根の葺き替え廃材

自然エネルギー創造 いのちの森創造

元気農業創造 にぎわい創造

林地残材などの
未利用のバイオマス
資源の活用

河川と周辺農業用
水路の活用

屋根や温泉井戸を
利用し、融雪や
空調に活用

公共施設の
屋上や壁面に設置

バイオマス
利 用 小水力発電

太陽光発電

太陽熱利用
地中熱利用
雪氷熱利用

農業研修

新規就農

人材育成 安定した
域内外消費

安全な農産物の
生産・自給

循環経済

人づくり

林業再興

◆地域の木と暮らす生き方
家屋・家具、
日用品、
おもちゃ

◆木質資材による循環
ペレット、チップガス、
エタノール
木炭、堆肥

地域木材
の活用と

森林保全

森林活用

森と人との関係回復

◆豊かな森の恵み
山菜・きのこ
はちみつ
イノシシ

◆自然からの学び
自然体感
環境学習
文化伝承

●自然と人とが狩猟採取
　の時代から受け継いで
　きた循環調和の約束

新規就農

出会い継承出会い継承

人づくり人づくり

生活文化生活文化

全

循環型農業循環型農業

需要供給需要供給需要供給

修
消費ネットワーク消費ネットワーク

交流普及

ＩＵターン

直接販売
通信販売

周辺
レストラン

体験農場 契約農園

安全安心 有機農

自給 無農薬

通信通信

地域で山を守り育て、
循環利用させてもらう
仕組みをつくる

身近なエネルギーを
利活用可能にする
仕組みをつくる

地域の食と健康を守り、
環と和を広げていく
仕組みをつくる

実際にどんなことをするの？

林業体験

地域の素材を集め、
循環の流れを生み出す
仕組みをつくる

直売所
高速ＳＡ
宿泊施設
体験施設
キッチンカー
多彩な遊具

温泉
芸術文化
山の恵み
畑の恵み
自然景観
伝統文化
祭

思いやり
おもてなし
南砺人情
笑顔



地域の
お祭りや行事に
参加しよう

に

南砺の人、物、自然、文化を組み合わせ、持続可能な地域をみんなで創りましょう！
　エコビレッジとは、環境や社会経済、文化など様々な分野において、地域が自立循環できるような取り組みを
行っていくものです。これは、食糧やエネルギー、木材などを地域内で自給したり、ゴミは資源化するなど、
地域で協力して、自治意識の高い自立した地域をつくるものです。そして、その考え方と取り組みが広がり、
南砺市全体が持続可能な地域となることを目指していきます。その一歩は、一人一人が「何ができるのか」を
考え、できることから取り組んでいくことが大切です。そして、その自立した行動こそが持続可能な地域を創って
いく最も重要な要素であると考えています。

エコビレッジって？エコビレッジって？

エコビレッジ構想とはみんなで取り組むものだよ

名所や旧跡に
行ってみよう 地元で採れた

お米や野菜を
食べよう

生ごみを
肥料に
しよう 地域の美化活動

に参加しよう

好き嫌いせず
残さず食べよう

健康のため
運動を

しましょう

省エネや
減エネを
進めよう

元気に
地域活性化に
取組もう

地域の
つながりを
大切にしよう

ごみを減らす
工夫をしよう

みんな仲良く、
安心して
暮らそう

歴史や文化を
伝えよう

太陽光発電
パネルを設置
しよう

地元木材を燃料に
する薪ストーブを

使おう

出会い継承

人づくり

生活文化

循環型農業

需要供給

消費ネットワーク

〒939-1596 富山県南砺市苗島4880番地　TEL0763-23-2050　FAX0763-22-1169
http://www.city.nanto.toyama.jp 　E-mail ecovillageka@city.nanto.lg.jp

地域の自立を
目指しましょう

発電

南砺市を
好きになろう

南砺市 市長政策室 エコビレッジ推進課（福野庁舎）
お問い合わせ


